
 

「一念天に通ず」 

【国家公務員 税務職員】 

経理科 女子 

 

 私は、中学生のときに税理士を目指していたため、高度

な簿記の知識を学ぶことが出来る愛知商業高校に入学を

しました。そのために１年生のころから資格取得や定期

考査に意欲的に取り組みました。しかし、２年生の３月に

あった卒業生による企業説明会で名古屋国税局の方の話

を聞き、税務職員という仕事に興味を持ちました。私たち

の生活には「あたりまえのような安心」がいくつも存在し

ています。この「あたりまえのような安心」は、警察、消

防、道路など公共サービスや公共施設によって支えられ

ていて、これらの事業の費用を賄うために国民の税金が

使われています。現在の安全で豊かな生活は、正しい申告

と納税が行われてこそ実現するものだと聞き、私も「あた

りまえのような安心」を支えたいと思い、税務職員を志望

しました。３年生の４月から教養試験の勉強をし始めま

したが、商業高校では学んでいない内容も多く、ライバル

は専門学校の方や普通科の方なので負けないようたくさ

ん勉強をしました。１次試験、２次試験、採用面接とあり、

不安なこともたくさんありましたが３年間部活動や資格

取得に励んできたおかげで自信をもって試験に挑むこと

が出来ました。その結果、内定をいただくことが出来まし

た。 

 進路選択は、どんな人でもたくさん悩んで、たくさん 

迷って決断します。悔いのない進路選択ができるよう高

校生活では積極的に挑戦してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「支えられて」 

【東邦ガス株式会社】 

経理科 女子 

 

 私がここまで成長し続けることができたのは、たくさ

んの支えてくれる人たちがいたからだと考えます。 

 商業高校に入学し、今まで資格取得、部活動、勉強に励

んできました。そんな時、私の周りにはいつも高めあえる

仲間や、支えてくださる先生や家族がいました。その人た

ちの期待に応えたいと、より力が湧いてきて、ここまで努

力することができました。 

 就職試験が近づいてきたときには、常にできるだけ細

かく計画を立てることを心がけていました。「一つ一つ確

実にこなしていけば、きっとうまくいく」この言葉をもら

った時、一度に全てやるよりも、一つ一つ丁寧にやり遂げ

ることのほうが重要だと気付いたからです。また、自分に

合った方法で物事を進めることで、自分自身を見つめ直

すきっかけにもなりました。 

 そして、就職試験当日、家族が「頑張って」という意味

で背中をたたいて喝を入れてくれました。その時、今まで

本当に多くの人に支えられてきたことを思い出しました。

今までに先生方にいただいた言葉や応援、一緒に頑張り、

元気づけたりしてくれた友達、まるで自分の事のように

悩んだり喜んだりしてくれた家族。たくさんの人が私を

応援してくれている、そのことに改めて気が付き、試験で

は自分の実力を出し切ることができました。 

 これからは、私が今までもらったすべてを返せるよう

に感謝の気持ちを忘れず恩返ししていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

「引き出し」 

         【株式会社 アイシン】 

       情報処理科 女子 

 

私は中学生の頃、何のために勉強しているのか、将来の

役に立たないのではないかと感じることが多々ありまし

た。そのため、特に勉強が好きではなく、学ぶことの楽し

さをあまり理解していませんでした。しかし、高校生にな

り人の話を耳だけで聴くのではなく、頭と心を使って聴

くことを意識し始めてから勉強をすることが楽しくなり

ました。頭を使うことで、不思議と疑問が浮かび上がり、

もっと知りたいと思うようになりました。また、心に問い

かけながら話を聴くことで、自分のことなのか、これから

どうしていかなければならないのかを意識していくきっ

かけをつくることができました。 

よく、「板書だけでなく、先生の言葉をメモすることが

大切。」と聞きますが、その理由は何か考えたことはあり

ますか？私は、教科書には載ってない、他の誰に聞いても

分からない答えに対し、先生の経験と知識から学ぶこと

ができると思います。それが自分の“引き出し”になりま

す。“引き出し”は、自分だけでなく周りの人を助ける術

にもなります。 

何ために勉強をするのか。その答えは一つではないか

もしれません。私はこの三年間で、勉強をすることは、知

識を詰め込むためだけでなく将来の自分や周りの人たち

を幸せにさせる力を身につけることだと考えるようにな

りました。“今しかできなこと”を全力で取り組み、自分

の可能性を広げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「進路実現のための努力」 

【トヨタ自動車】 

事務科 女子 

 

 私は将来の夢が決まっていなかったため、就職と進学

どちらも選択できる愛知商業高校へ入学を決めました。 

私は運動部に所属していたため、勉強と部活の両立に

とても苦戦しました。就職と進学、どちらの道に進んでも

後悔しないよう取り組むことを心がけました。それでも

やっぱり思うような結果が出ず悩んだ時期もありました

が、自分一人で抱え込まず、周りの人を頼るようにしまし

た。そして「計画を立てること」を意識するようになりま

した。初めは上手くいきませんでしたが、何をすべきなの

か、目標を達成するために何が足りていないのかを常に

考えるようにし、繰り返し挑戦することで、少しずつこな

せるようになっていきました。私は就職することに決め、

この計画性を生かして取り組むことができました。私は

面接が苦手だったため、たくさんの先生方にお願いし、練

習に付き合っていただきました。そのおかげで、少しずつ

自信がついていき、無事内定をいただくことができまし

た。当日はとても緊張しましたが、今までの努力が背中を

押してくれました。 

勉強と部活の両立はとても大変でしたが、今思うと、努

力していたその時の自分に感謝したいです。また、親身に

なって相談に乗り、面接練習をしてくださった先生方や、

頑張れとエールをくれた友達、どんな時も味方でいてく

れた家族のおかげで今の自分があると思っています。本

当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「夢の実現のために」 

【ＡＢＣシステム株式会社】 

情報処理科 男子 

 

 私は中学生の時にシステムエンジニアになりたいと思

い、同時に高校卒業後は就職したいと考えていました。そ

こで、どちらも実現することができる愛知商業高校への

進学を決めました。私は入学してから、システムエンジニ

アになるという夢を叶えるため、情報処理部に入部し、よ

り専門的な知識を身に着け、学科選択時は迷うことなく

情報処理科に進みました。私は評定が周りの人に比べ低

かったので、それを補うために国家資格の取得に励みま

した。苦手なところを中心的に復習し、問題を本番形式で

練習することで、日々力を蓄え、合格することが出来まし

た。 

 ３年生になり、行きたい企業を見つけましたが、懸念し

ていた通り評定平均が足りていませんでした。しかし、こ

こで資格を取得していたことが功を奏し、進路の先生に

その企業に行きたいという旨を伝えると、この資格が取

れているならと企業に直接連絡をしてくださり、早い段

階でその企業への会社見学が決まりました。 

 私が伝えたいのは、目標を決めそれに向かって行動す

ることが自分の夢の実現に繋がるということです。早い

段階で目標を決めて邁進することで、愛知商業で過ごす

３年間をより充実したものにできます。 

 来年からは一人の社会人として仕事に責任を持ち、愛

知商業で学んだことを生かして頑張っていきたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「やるべきこと」 

【株式会社日本郵便東海支社】 

国際ビジネス科 女子 

 

 私は高校卒業後、就職したいという気持ちが強かった

ため、就職実績の高い愛知商業への入学を決めました。入

学後、具体的な業種も決まっておらず、先のことをあまり

考えていませんでしたが、進路決定までは想像していた

よりもあっという間でした。 

部活の練習が、朝早くから夜遅くまでになることが多

く、勉強との両立が難しいこともありました。初めの頃の

定期テストでは思うような結果を出すことができず、と

ても悔しい思いをしました。しかし、二年生になり、この

ままではいけないと思い、早いうちから計画的に勉強に

取り組むように沢山工夫して、学科で上位に入ることが

できました。 

就職試験に向けて、面接の練習を繰り返しながら、筆記

試験の対策をし、履歴書は何度も書き直しました。これま

でに支えていただいた沢山の人に、しっかりと恩返しが

できるように自分も後悔しないように努力し、就職を決

めることができました。 

自分が希望する会社を選択するにはやはり成績が大切

だと思います。定期テストはいつも気を抜かないで取り

組んでほしいです。そして何か自分の強みとなるものを

見出してください。最後に、私はどんな時も支えてくださ

る人たちへの感謝を忘れずに、四月から社会人として頑

張っていきたいと思います。社会に出ることに少し緊張

と不安もありますが、自分のこれまでの経験を活かして

いきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「感謝の気持ち」 

 【興和株式会社】 

 国際ビジネス科 女子 

 

私は進学と就職か悩み、両方の選択肢がある愛知商業 

高校に入学しました。学校生活を送っていく中で、進路に

ついての話を先生方からしていただく機会が増え、就職

にすることを決意しました。 

私は小さい頃から何か作ることや、細かいことが好き

だったので、製造業の仕事で探しました。なかなか企業が

決まらず、たくさん悩みましたが、担任の先生に相談し、

勧められたこともあり、バンテリンなどを作っているこ

の企業を受験しようと決めました。それからは、履歴書を

はじめ、面接練習も多くの先生に指導していただきまし

た。面接練習では、初め自分の言葉に自信がなく、いつも

不安な気持ちで練習をしていました。しかし、練習を重ね

るうちに自信がつき、面接試験当日は、今までで一番良い

面接ができたと思います。さらに、クラスのみんなの応援

も、面接、筆記試験を全力で挑むことができた要因の一つ

です。その結果、内定をいただくことができました。指導

をしていただいた先生や母、クラスメイトには感謝の気

持ちでいっぱいです。 

 私は愛知商業高校に入学し、生徒思いの素晴らしい先

生方や、仲間に出会えて本当によかったです。社会人にな

り環境が変わることで、苦労することも多いと思います

が、感謝の気持ちを持ち、前向きに頑張っていこうと思い

ます。 

 

 


